
(2) 許可基準 

別表第２（第 10 条関係） 

 

１ 一般基準 

(1) 周囲に優れた建造物又は景観があること等により特に景観に配慮する必要がある地域にあっ

ては，当該建造物又は景観を遮へいすることなく，かつ，周囲の景観に調和していること。 

(2) 裏面，側面及び脚部は，原則として塗装その他の装飾により美観を整えたものであること。 

(3)  ネオン管その他の照明を使用する広告物等は，昼間においても美観風致を害さないこと。 

 

 

２ 第１種許可地域共通許可基準  

区 域 共  通  許  可  基  準 

第 １ 種 許 可 地 域 全 域 

１ ネオン管その他の広告物等の照明は，点滅しないこと。 

２ 回転灯を使用していないこと。 

３ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していない

こと。 

 

 

３ 新幹線，高速道路等沿線区域共通許可基準 

区 域 共  通  許  可  基  準 

高速道路又は旧有料道路から展望

することができる両側各 100ｍ以

内の区域 

１ ネオン管その他の広告物等の照明は，点滅しないこと。 

２ 回転灯を使用していないこと。 

３ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していない

こと。 

 

１ 山陽新幹線又は高速道路から

展望することができる両側各

500ｍ以内の区域 

（第３種許可地域を除く。） 

 

２ 旧有料道路から展望すること

ができる両側各 100ｍ以内の区

域 

（第３種許可地域を除く。） 

建物利用広告物及び建物敷地内広告物を表示し，又は設置して

はならない。ただし，次に掲げる広告物等又は地域については，

この限りでない。 

１ 自家広告（自己の氏名，名称，店名若しくは商標又は自己

の事業若しくは営業の内容を表示するため，自己の住所又は

事業所，営業所若しくは作業場に表示する広告物等をいう。

以下同じ。） 

２ 商工業系用途地域（近隣商業地域，商業地域、準工業地域，

工業地域及び工業専用地域をいう。以下同じ。） 

３ 山陽新幹線，高速道路又は旧有料道路から全く展望するこ

とができない壁面（建築物の壁面及び屋上構造物（階段室，

昇降機塔，物見塔その他これらに類する建築物の屋上部分を

いう。以下同じ。）の壁面に限る。）に表示する広告物等 

 備考 

  １ この表において「高速道路」とは，山陽自動車道及び中国横断自動車道をいう。 

  ２ この表において「旧有料道路」とは，岡山ブルーライン（旧東備西播開発有料道路（県道寒

河本庄岡山線））をいう。 

 

 

 



４ 広告物等の種類ごとの基準 

広告物等 

の種類 
区   分 

許      可      基      準 

第１種許可地域 第２種許可地域 第３種許可地域 

建

物

利

用

広

告

物 

屋

上

広

告

物 

許可する地域 禁   止 

全域。ただし，新幹線・

高速道路等沿線区域 

共通許可基準を満たす

こと。 

全   域 

表 示 面 積 禁   止 ６０㎡以下 特に定めない。 

広告物の上端の 

地上からの高さ 

禁   止 
４６ｍ（木造の建築物に 

あっては，１０ｍ）以下 

５１ｍ（木造の建築物に 

あっては，１０ｍ）以下 

自己の氏名，名称，店名若しくは商標又はビル名を表示するため，自己の住

所若しくは事業所，営業所若しくは作業場又は建築物に表示する広告物等で，

次の要件に該当するものについては，高さの限度を超えて表示することがで

きる。 

１ 屋上構造物の壁面に文字，数字又は商標を縦３ｍ以下の箱文字により表

示していること。 

２ ネオン管を使用していないこと。 

３ 広告物等の照明は，点滅しないこと。 

４ 高さの限度を超えて表示する広告物等が１壁面に１個であること。 

 

広告物等の高さ 

禁   止 

地上から広告物等を設

置する箇所までの高さ

の３分の２以下，かつ，

２０ｍ以下 

地上から広告物等を設

置する箇所までの高さ

の３分の２以下，かつ，

２０ｍ以下 

屋上構造物の上に設置する場合は，屋上構造物の高さは，地上から広告物等

を設置する箇所までの高さに含めず，広告物等の高さに含めるものとする。

ただし，屋上構造物の水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の８分の

１を超える場合で，屋上構造物の壁面の延長面から突き出していないときは，

この限りでない。 

 

表示方法等 

１ 建築物（屋上構造物を除く。）の壁面の延長面から突き出さないこと。 

２ 支柱及び骨組みが露出しないようにルーバー等により遮へいしているこ

と。 

３ 屋上構造物に設置する場合で，屋上構造物の壁面の延長面から突き出す

ときは，突き出た部分と屋上との間をルーバー等により遮へいしているこ

と。 

４ 屋根に直接描出し，又は広告物等の裏面全部を屋根に密着させるものに

ついては，壁面広告物の基準も満たすこと。 

 

 

 

 



建

物

利

用

広

告

物 

突
出
し
広
告
物 

広告物等の上端の 

地上からの高さ 
３１ｍ以下 ４６ｍ以下 ５１ｍ以下 

個 数 
１壁面に２列以下。一方の面が０．５㎡以下のものについては，この限りで

ない。 

壁面からの出幅 

１ １．５ｍ以下であること。 

２ 同じ列に設置するものは，その出幅が同じであること。 

３ 道路上に突き出す場合は，道路の境界線から０．６ｍ（歩道上にあって

は１ｍ）未満であること。 

道路面からの広告 

物等の下端の高さ 

歩道上にあっては２．５ｍ以上，歩車道の区別のない道路上又は車道上にあ

っては４．５ｍ以上 

表 示 方 法 建築物の上端から突き出さないこと。 

壁

面

広

告

物 

１壁面の利用割合限度 

（１壁面の面積） 

100 ㎡未満 
４分の１以下 ３分の１以下 ２分の１以下 

100 ㎡以上 

200 ㎡未満 

５分の１以下 

又は２５㎡以下 

４分の１以下 

又は３４㎡以下 

３分の１以下 

又は５０㎡以下 

200 ㎡以上 ６分の１以下 

又は４０㎡以下 

５分の１以下 

又は５０㎡以下 

４分の１以下 

又は６７㎡以下 

広告物等の上端の 

地上からの高さ 

３１ｍ以下 ４６ｍ以下 ５１ｍ以下 

自己の氏名，名称，店名若しくは商標又はビル名を表示するため，自己の住

所若しくは事業所，営業所若しくは作業場又は建築物に表示する広告物等で，

次の要件に該当するものについては，高さの限度を超えて表示することがで

きる。 

１ 壁面に文字，数字又は商標を縦３ｍ以下の箱文字により表示しているこ

と。 

２ ネオン管を使用していないこと。 

３ 広告物等の照明は，点滅しないこと。 

４ 高さの限度を超えて表示する広告物等が１壁面に１個であること。 

個 数 意匠及び広告文が同一のものは，１壁面に１個であること。 

表 示 方 法 
１ 壁面の上端及び側端から突き出さないこと。 

２ 窓その他の開口部をふさがないこと。 

壁
面
利
用
懸
垂
幕 

１壁面に表示する 

ことができる個数 

１個 ２個以下 ４個以下 

意匠及び広告文が同一のものは，１個であること。 

規 格 長さ１５ｍ以下，幅１．５ｍ以下 

表 示 方 法 
１壁面の利用割合限度及び広告物等の上端の地上からの高さは，壁面広告物

の基準を満たすこと。 

許 可 期 間 １月以内 

懸
垂
幕 

掲
出
装
置 

表示内容等 
自己の店舗，事業所等の建築物の壁面に自己の営業内容等を表示する懸垂幕

を掲出する装置に限る。 

表 示 方 法 
１壁面に表示することができる個数，規格，１壁面の利用割合限度及び広告

物等の上端の地上からの高さは，壁面利用懸垂幕の基準を満たすこと。 



建

物

敷

地

内

広

告

物 

広
告
板
広
告
塔 

表 示 面 積 

（集合広告の 

場合を含む。） 

１表示面５㎡以下， 

かつ，１０㎡以下 

１表示面２５㎡以下， 

かつ，５０㎡以下 

１表示面３５㎡以下， 

かつ，７０㎡以下 

高 さ ６ｍ以下 １０ｍ以下 １５ｍ以下 

垣
，
塀
広
告
物 

表 示 方 法 
１ 壁面の上端及び側端から突き出さないこと。 

２ 突出し広告物及び壁面広告物の基準を満たすこと。 

広

告

旗 

設 置 場 所 
道路の路肩から５ｍ以内に設置する場合は，相互の間隔を５ｍ以上とするこ

と。ただし，設置する本数が３本以下の場合は，この限りでない。 

許 可 期 間 １月以内 

（

共

通

） 

色 彩 

１ 地色は，けばけばしい色及び暗色を使用していないこと。 

２ 表示面積の２分の１を超えてけばけばしい色を使用していないこと。 

自家広告，商業地域並びに広告旗については，この限りでない。 

表 示 方 法 

１ ネオン管その他の広告物等の照明は，点滅しないこと。 

２ 回転灯を使用していないこと。 

３ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

自家広告，商業地域並びに広告旗については，この限りでない。 

野

立

広

告

物 

許可する地域 禁   止 商工業系用途地域に限る。 全   域 

表 示 面 積 

（集合広告の 

場合を含む。） 

１表示面２５㎡以下，かつ，５０㎡以下 

広告物等の高さ １０ｍ以下 

道路からの 

後 退 距 離 
２ｍ以上。ただし，商業地域については，この限りでない。 

野立広告物 

間 の 距 離 
５ｍ以上。ただし，商業地域については，この限りでない。 

色 彩 

１ 地色は，けばけばしい色及び暗色を使用していないこと。 

２ 表示面積の２分の１を超えてけばけばしい色を使用していないこと。 

商業地域並びに広告旗については，この限りでない。 

表 示 方 法 

１ ネオン管その他の広告物等の照明は，点滅しないこと。 

２ 回転灯を使用していないこと。 

３ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

商業地域並びに広告旗については，この限りでない。 

許 可 期 間 広告旗については，１月以内 



道

標

，

案

内

図

板

等 

近

隣

店

舗

等

案

内

広

告 

表示内容等 

１ 近隣（本市又は本市に隣接する市町村の区域をいう。）の店舗，工場，事

業所等の案内誘導を目的とするもので，当該店舗，工場，事業所等が主要

な道路に接していない等その表示又は設置が特にやむを得ないと市長が

認める場合に限る。 

２ 名称，事業内容，方向，距離等の案内誘導をするのに必要な最小限の事

項（商品名を除く。）を表示するものであること。 

形 状 長方形 

表 示 面 積 
１表示面０．５㎡以下， 

かつ，１㎡以下 

１表示面１㎡以下， 

かつ，２㎡以下 

１表示面２㎡以下， 

かつ，４㎡以下 

表 示 面 積 

（集合広告の 

場合に限る。） 

１表示面１㎡以下， 

かつ，２㎡以下 

１表示面２㎡以下， 

かつ，４㎡以下 

１表示面３㎡以下， 

かつ，６㎡以下 

そ
の
他
の
道
標
， 

案
内
図
板
等 

表 示 面 積 ４㎡以下 ６㎡以下 ６㎡以下 

寄贈者名等の 

表 示 割 合 
１面の１０分の１以下 

表 示 内 容 商業広告その他の営利を目的とするものでないこと。 

（

共

通

） 

上端の高さ 道路面から３ｍ以下 

色 彩 

１ 地色は，けばけばしい色及び暗色を使用していないこと。 

２ 表示面積の２分の１を超えてけばけばしい色を使用していないこと。 

商業地域については，この限りでない。 

表 示 方 法 

１ ネオン管その他の広告物等の照明は，点滅しないこと。 

２ 回転灯を使用していないこと。 

３ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

商業地域については，この限りでない。 

は
り
紙
及
び
は
り
札
等 

表 示 内 容 

政治活動，文化活動その

他営利を目的としない

活動のために表示する

ものに限る。 

政治活動，文化活動その

他営利を目的としない

活動のために表示する

ものに限る。 

制限なし 

表 示 面 積 １㎡以下 

表 示 方 法 はり紙は，糊
のり

ばりしないこと。 

許 可 期 間 １月（政治活動のために表示するものについては３月）以内 

立

看

板

等 

表 示 内 容 

政治活動，文化活動その

他営利を目的としない

活動のために表示する

ものに限る。 

政治活動，文化活動その

他営利を目的としない

活動のために表示する

ものに限る。 

制限なし 

規 格 縦２ｍ以下，横１ｍ以下，脚部の長さ０.５ｍ以下 

許 可 期 間 １月以内 



電

柱

類

広

告

物 

袖（
そ
で
）

付

け 

個 数 １本につき１個 

規 格 縦１.２ｍ以下，横０.５ｍ以下 

下端の高さ 
歩道上又は道路上以外の場所にあっては２.５ｍ以上，歩車道の区別のない

道路上又は車道上にあっては４.５ｍ以上 

表 示 方 法 歩車道の区別のある道路にあっては，車道上に突き出さないこと。 

巻

付

け 

個 数 １本につき１個。１㎡以下で２枚に分けて表示することができる。 

規 格 上下幅１.５ｍ以下 

下端の高さ １.２ｍ以上，２ｍ以下 

表 示 方 法 表示内容の一部に，町名等の公共的内容を表示すること。 

（

共

通

） 

許可する地域 禁   止 禁   止 全   域 

設 置 場 所 交差点から１０ｍ以上離れていること。 

材 料 木製，金属製その他これらに類するものに限る。 

色 彩 

１ 地色は，彩度が５以上の色及び暗色を使用していないこと。 

２ 文字その他の図柄に，けばけばしい色(赤，黄赤，黄，紫及び赤紫の色に限

る。)を使用する場合は，表示面積の２０分の１を超えて使用していないこと。 

３ けばけばしい色を使用する場合は，表示面積の２分の１を超えて使用してお

らず，かつ，２色以上の補色とならないこと。 

４ 使用する色が５色（無彩色を含む。）以下であること。ただし，町名等の公

共的内容を表示するために使用する色を除く。 

５ 信号機，道路標識等の視認性を妨げないもので，かつ，景観に十分配慮した

ものであること。 

表 示 方 法 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

標

識

利

用

広

告

物 

停
留
所
標
識 

利
用
広
告
物 

個 数 １個 

規 格 縦０.４５ｍ以下，横０.４５ｍ以下 

色 彩 

１ 地色は，彩度が５以上の色及び暗色を使用していないこと。 

２ 文字その他の図柄に，けばけばしい色(赤，黄赤，黄，紫及び赤紫の色に限

る。)を使用する場合は，表示面積の２０分の１を超えて使用していないこと。 

３ けばけばしい色を使用する場合は，表示面積の２分の１を超えて使用してお

らず，かつ，２色以上の補色とならないこと。 

４ 使用する色が５色（無彩色を含む。）以下であること。 

５ 停留所標識等の視認性を妨げないもので，かつ，景観に十分配慮したもので

あること。 

消
火
栓
標
識 

利
用
広
告
物 

許可する地域 禁   止 禁   止 全   域 

種類及び個数 袖付け１個 

規 格 縦０.４ｍ以下，横０.８ｍ以下 

下端の高さ 
歩道上又は道路上以外の場所にあっては２.５ｍ以上，歩車道の区別のない

道路上又は車道上にあっては４.５ｍ以上 

色 彩 

１ 地色は，彩度が５以上の色及び暗色を使用していないこと。 

２ 文字その他の図柄に，けばけばしい色(赤，黄赤，黄，紫及び赤紫の色に限

る。)を使用する場合は，表示面積の２０分の１を超えて使用していないこと。 

３ けばけばしい色を使用する場合は，表示面積の２分の１を超えて使用してお

らず，かつ，２色以上の補色とならないこと。 

４ 使用する色が５色（無彩色を含む。）以下であること。 

５ 信号機，道路標識等の視認性を妨げないもので，かつ，景観に十分配慮した

ものであること。 

（共通） 表 示 方 法 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 



車
体
広
告
物(

路
線
バ
ス 

又
は
路
面
電
車
の
車
体 

を
利
用
す
る
広
告
物
） 

１車体の表示合計面積 ３.６㎡以下 

個 数 前後面各１個，側面各２個以下 

規 格 縦０.６ｍ以下，横３.０ｍ以下 

表 示 方 法 
１ 窓の下端より上に表示しないこと。 

２ 蛍光，発光又は反射を伴う塗料又は材料を使用していないこと。 

横

断

幕 

許可する地域 禁   止 禁   止 全   域 

下端の高さ 地上から４.５ｍ以上 

設 置 場 所 幅員９ｍ以下の道路 

表 示 内 容 公共的な目的のものに限る。 

許 可 期 間 ２週間以内 

ア

ー

チ 

許可する地域 禁   止 禁   止 全   域 

下端の高さ 地上から４.５ｍ以上 

設 置 場 所 幅員９ｍ以下の道路 

表 示 内 容 町名，商店街名その他これらに類するものに限る。 

ア
ド
バ
ル
ー
ン 

許可する地域 禁   止 禁   止 全   域 

規 格 等 

１ 気球は，岡山市火災予防条例（昭和３７年市条例第１６号）の規格及び

基準に適合し，直径３ｍ以下，高度４５ｍ以下のものであること。 

２ 広告物は，縦１５ｍ以下の鋼網に布片で表示し，主綱に十分連結するこ

と。 

許 可 期 間 １月以内 

 

 

別表第３（第 13 条関係） 

総表示面積の規制基準 

区   域 条  例  第  14  条  の  基  準 

禁止地域及び許可地域 

建築物に表示し，又は設置する広告物等（建物利用広告物に限る。）の総表

示面積は，当該建築物の総壁面面積（壁面のうち，地上から５１ｍまでの

高さの壁面の面積の合計をいう。）の２分の１以下であること。 

 


